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「
平
成
１９
年
度
の
事
務
事
業
評
価
の
成

果
と
来
年
度
改
善
の
内
容
は
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
「
４
４
６
件
の
基
礎
事
業
と
１

３
７
２
件
の
業
務
活
動
の
事
務
事
業
評
価

を
行
っ
た
。
拡
大
す
る
事
業
は
２３
・
３
％
、

現
状
維
持
が
７４
・
４
％
、
縮
小
が
２
・
２

％
で
あ
っ
た
。
成
果
と
し
て
は
、
１
０
０

件
の
業
務
活
動
の
見
直
し
や
完
了
で
１３
億

円
の
経
費
削
減
を
行
っ
た
。
２０
年
度
は
、

評
価
自
体
の
精
度
を
上
げ
２
次
評
価
・
外

部
評
価
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
計
画
や

予
算
の
策
定
に
も
反
映
で
き
る
よ
う
連
携

を
強
化
し
た
い
」
と
答
え
た
。
 

　
「
市
の
徴
収
体
制
強
化
の
取
り
組
み
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
一
つ
目
は
、
滞
納

者
へ
の
早
期
対
応
と
し
て
現
年
度
滞
納
者

に
文
書
や
電
話
で
催
告
を
行
い
、
二
つ
目

は
長
期
滞
納
者
に
対
し
不
動
産
や
預
金
・

給
与
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
と
と
も
に
不

動
産
の
公
売
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も
実
施
し

て
い
る
。
三
つ
目
に
夜
間
・
休
日
納
付
窓

口
を
開
設
す
る
と
と
と
も
に
、
２１
年
度
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
一
部
導
入
に
向
け
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

　
「
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
及
び

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
新
設
な
ど
に
よ
る
所

得
税
軽
減
が
本
市
に
与
え
る
影
響
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

税
源
移
譲
に
よ
り
１９
年
分
の
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
場
合
、
２０
年
３
月
１７
日

ま
で
に
申
告
す
る
と
住
民
税
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
市
へ
の
影
響
額
は
２
億

４
０
０
０
万
円
で
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
。

ま
た
、
１９
年
中
に
所
得
が
減
少
し
て
所
得

税
控
除
が
で
き
な
い
場
合
は
、
２０
年
７
月

１
日
か
ら
３１
日
ま
で
に
申
告
す
る
と
住
民

税
増
額
分
が
還
付
さ
れ
、
影
響
額
は
４
億

２
０
０
０
万
円
で
、
う
ち
県
民
税
に
相
当

す
る
１
億
８
４
０
０
万
円
は
県
よ
り
交
付

さ
れ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
予
算
額
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
康
生
周
辺
地
区
の

対
象
事
業
費
は
７７
億
４
７
６
０
万
円
、
限

度
額
は
２２
億
４
３
０
０
万
円
、
岡
崎
駅
東

地
区
の
対
象
事
業
費
は
４０
億
１
０
０
０
万

円
、
限
度
額
は
１６
億
４
０
０
万
円
、
十
王
・

若
宮
地
区
の
対
象
事
業
費
は
９
億
８
６
９

０
万
円
、
限
度
額
は
３
億
９
４
０
０
万
円
、

矢
作
地
区
の
対
象
事
業
費
は
１４
億
８
５
８

０
万
円
、
限
度
額
は
５
億
３
１
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２０
年
度
の
い
の
ち
の
教
育
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
内
容
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
家
庭
部
会
で
は
い
の
ち
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
Ｐ
連
活
動
の
充
実
、
地
域
部
会
と
し

て
は
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
地
域
が
つ
な

が
る
実
効
性
の
あ
る
部
会
の
再
構
築
、
園
・

学
校
部
会
で
は
道
徳
・
特
別
活
動
の
い
の

ち
の
教
育
学
習
指
導
案
事
例
集
（
小
学
校

版
）
を
作
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
重
ね
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

心
の
醸
成
と
態
度
・
行
動
形
成
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
え
た
。
 

◇
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
 

○平成20年度予算の質疑 

議 
案 
審 
議 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

計 

会計別当初予算 市
民
一
人
当
た
り
で
み
た 

一
般
会
計
歳
出
予
算
額 

４
月
１
日
現
在
の
人
口
　 

３
７
５
０
６
７
人
　 

110,810 

85,062 

29,585 

225,45719,274

（単位　百万円） 

（単位　円） 

※6ページに主な事業を掲載してあります。 

97.2% 

87.0% 

100.2% 

93.4%

予算額 

公債費 

39,134

衛生費 

37,661

教育費 

78,719

民生費 

55,122

土木費 

38,270

総務費 

対前年度比 

ほ

て
ん
 

グラフでみる平成20年度当初予算 
・市債 
　５２億５，８００万円 
　（４．７％） 

・その他 
　４９億５，９１９万円 
　（４．５％） 

・その他 
　１０２億２，４３２円 
　（９．３％） 

歳　入 
［一般会計］ 

1,108億1,000万円 

歳　出 
［一般会計］ 

1,108億1,000万円 

・県支出金 
　５１億６０７万円 
　（４．６％） 

・市税 
　６７９億７，５４２万円 
　（６１．３％） 

・国庫支出金 
　８２億９２５万円 
　（７．４％） 

・地方消費税交付金 
　３５億円 
　（３．２％） 

・その他 
　４６億２３４万円 
　（４．２％） 

・諸収入 
　５９億１，９５１万円 
　（５．３％） 

・繰入金 
　５２億８，０２３万円 
　（４．８％） 

依存財源 
２４．４％ 

自主財源 
７５．６％ 

・公債費 
　７２億 
　２，９２１万円 
　（６．５％） 

・総務費 
　１４３億 
　５，３８８万円 
　（１３．０％） 

●議会費 
　 ７億４，７９８万円 
●労働費 
　 １億６，８４８万円 
●農林業費 
　１９億８，００８万円 
●商工費 
　２６億５，９１０万円 
●消防費 
　４３億３，０６６万円 
●その他 
　 ３億３，８０２万円 

・民生費 
　２９５億 
　２，５０２万円 
　（２６．６％） 

・教育費 
　１４１億 
　２，５３６万円 
　（１２．７％） 

・土木費 
　２０６億 
　７，４４１万円 
　（１８．７％） 

・衛生費 
　１４６億 
　７，７８０万円 
　（１３．２％） 

（ 

） 



藤川地区整備計画（イメージ図） 

エコバッグ 

４ 

◇
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
 

◇
一
般
会
計
 

    ◆
総
務
費
 

 
「
バ
ス
実
証
運
行
委
託
料
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
鉄
道

駅
な
ど
の
都
市
の
拠
点
を
結
ぶ
基
幹
軸
と

し
て
３
路
線
程
度
、
各
地
域
の
特
性
に
あ

っ
た
地
域
内
交
通
で
２
路
線
程
度
の
実
証

運
行
を
考
え
て
い
る
。
基
幹
軸
に
お
い
て

は
、
各
地
域
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
市
民

病
院
へ
行
く
拠
点
間
を
結
ぶ
快
速
バ
ス
を

目
玉
と
し
て
考
え
て
い
る
。
地
域
内
交
通

と
し
て
は
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
夜
間
バ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
住
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」
と

答
え
た
。
 

◆
民
生
費
 

 
「
精
神
障
害
者
医
療
扶
助
費
に
つ
い
て

制
度
の
拡
大
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
精
神
疾
患
の
入
院
医
療
費
は
、
現
在
２

分
の
１
を
助
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
全

額
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
通
院
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全
額
助
成
し
て

い
く
」
と
答
え
た
。
 

 
ま
た
、
「
高
齢
者
生
き
が
い
施
設
整
備

基
本
構
想
策
定
支
援
委
託
料
の
内
容
は
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

高
齢
者
本
人
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
た
社

会
参
加
機
会
の
提
供
や
雇
用
就
業
機
会
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
高

齢
の
方
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
豊

富
な
知
識
・
技
能
を
積
極
的
に
活
用
し
た

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
平
成
２０
年
度
は
各
担
当

部
局
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
の
整
理
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
、

こ
の
施
設
の
果
た
す
機
能
を
策
定
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
職
業
安
定
所
と
も
連
携
し

て
求
人
情
報
の
提
供
や
起
業
相
談
、
再
就

職
セ
ミ
ナ
ー
や
就
業
の
た
め
の
技
術
取
得

講
座
の
開
催
な
ど
幅
広
く
就
労
支
援
を
行

う
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
来
の
事

業
と
市
の
施
策
を
効
率
的
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
就
労
支
援
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
衛
生
費
 

　
「
レ
ジ
袋
の
有
料
化
こ
そ
が
エ
コ
ラ
イ

フ
だ
と
思
う
が
、
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
県
に
お
い
て
も
『
ご

み
ゼ
ロ
社
会
推
進
会
議
』
の
中
で
レ
ジ
袋

削
減
を
宣
言
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も

そ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
に

お
い
て
も
有
料
化
の
動
き
は
あ
り
、
本
市

で
も
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
来
て
い
る
。

市
内
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
意
向
調
査
を
行
い
、
エ
コ
シ
ー
ル
協

力
加
盟
店
を
中
心
に
呼
び
掛
け
、
２０
年
度

中
に
は
有
料
化
の
方
向
へ
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
答
え
た
。
 

　
ま
た
、
「
新
た
な
事
業
と
し
て
『
子
ど

も
発
達
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
４
月
か
ら
げ
ん
き
館
で
実
施
す
る

事
業
で
、
小
児
神
経
科
医
師
な
ど
の
専
門

職
に
よ
る
相
談
事
業
や
、
療
育
な
ど
を
行

う
支
援
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
他
に

も
関
係
者
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
発

達
障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
講
演
会
な
ど

も
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
商
工
費
 

　
「
観
光
地
魅
力
創
造
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
乙
川

観
光
船
事
業
は
昨
年
非
常
に
好
評
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
船
を
１
隻
増
や
し
て
２
隻
と

し
、
開
催
期
間
も
２
日
間
延
長
し
て
１７
日

間
の
運
行
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
藤
川

地
区
に
お
い
て
は
、
５
月
１５
日
か
ら
２５
日

ま
で
の
１１
日
間
、
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、

藤
川
駅
前
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
む
ら
さ

き
麦
を
始
め
５
カ
所
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
、
藤
川
宿
の
魅
力
の
発
信
を
考
え
て

い
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
土
木
費
 

　
「
藤
川
地
区
整
備
事
業
の
総
事
業
費
と

年
間
の
利
用
者
数
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺

う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
本
市
整
備
分

と
し
て
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
道
の

駅
に
お
け
る
地
域
振
興
施
設
、
周
辺
基
盤

整
備
な
ど
で
約
５０
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
が
整
備
す
る
道
の
駅
は
約
１０
億

円
と
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
数
に
つ
い
て

は
、
前
面
の
国
道
１
号
の
通
過
車
両
が
１

日
当
た
り
約
５
万
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
間
で
７０
万
人
か
ら
８０
万
人
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
ま
た
、
「
景
観
資
産
調
査
は
、
ビ
ス
タ

（
眺
望
）
ラ
イ
ン
の
測
量
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
と
目
的
は
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、
「
大
樹
寺
境
内
の
三
門
か
ら
大
樹

寺
小
学
校
の
敷
地
を
挟
ん
だ
総
門
を
見
通

す
と
、
３
�
メ
ー
ト
ル
先
の
岡
崎
城
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
本
市
の
眺
望

ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
上
に
あ
る

宅
地
の
現
地
測
量
に
よ
っ
て
建
築
物
の
高

さ
の
許
容
限
度
を
把
握
し
、
眺
望
ラ
イ
ン

の
保
全
に
必
要
な
高
度
地
区
の
導
入
を
検

討
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
」
と
答
え
た
。
 

◆
消
防
費
 

　
「
新
た
に
設
置
さ
れ
る
高
度
救
助
隊
と
 

キ
 

　
ロ
 

○平成20年度予算の質疑 
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消
防
二
輪
車
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
高
度
救
助
隊
は
、
制

度
改
正
に
よ
り
中
核
市
規
模
以
上
の
消
防

本
部
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、

地
中
音
響
探
査
機
や
夜
間
暗
視
装
置
な
ど

の
各
種
救
助
資
機
材
を
備
え
、
よ
り
高
度

な
教
育
を
受
け
た
隊
員
で
編
成
さ
れ
る
。

本
市
で
は
、
平
成
２０
年
度
の
中
消
防
署
本

署
の
救
助
工
作
車
の
更
新
に
合
わ
せ
設
置

す
る
。
ま
た
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害

は
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

被
害
現
場
の
状
況
を
よ
り
迅
速
に
把
握
す

る
た
め
に
、
小
回
り
の
利
く
消
防
二
輪
車

を
導
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
状
況
、
負
傷
者
の
状
況
、
建
物
の
倒
壊

状
況
、
道
路
状
況
な
ど
の
各
種
情
報
を
収

集
し
本
部
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
高
度
な
消
防
活
動
が
期
待
で
き
る
」
と

答
え
た
。
 

  ◆
市
民
休
養
施
設
桑
谷
山
荘
 

　
「
指
定
管
理
委
託
料
が
前
年
度
に
比
べ

８
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
事
業
収
入
に
お
い
て
１
４
０
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
だ
こ
と
と
、
指
定
管
理
者
内

の
組
織
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
人
件
費
を

４
４
０
万
円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
更
な

る
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ

る
」
と
答
え
た
。
 

◆
下
水
道
 

　
「
下
水
道
災
害
対
応
ト
イ
レ
は
、
災
害

時
に
市
民
が
不
自
由
な
く
使
用
で
き
る
よ

う
避
難
場
所
に
設
置
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
設
置
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
避
難

場
所
と
な
る
公
園
や
学
校
を
中
心
に
１０
年

度
か
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
１９
年
度
末

ま
で
に
１３
カ
所
、
１
２
５
基
の
ト
イ
レ
を

設
置
し
た
。
２０
年
度
も
新
た
に
４
カ
所
、
 

３５
基
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、

設
置
に
つ
い
て
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

地
域
の
中
で
、
地
元
の
要
望
や
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
整
備
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
答
え
た
。
 

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
 

　
「
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ
て
保
険
者
に

義
務
付
け
ら
れ
た
特
定
健
康
診
査
及
び
特

定
保
健
指
導
の
対
象
者
へ
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。
国
は
２４
年
に
お
い
て
６５
％

の
受
診
率
を
目
標
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

目
標
に
達
し
な
い
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

な
ど
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
基
本
健
康
診
査
の
受

診
率
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
対
象
者

に
は
特
定
健
康
診
査
の
案
内
文
を
直
接
郵

送
し
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
く
。
そ
れ
で

も
な
お
受
診
さ
れ
な
い
場
合
は
、
再
度
個

人
宛
て
に
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。
国

が
示
す
指
針
に
沿
っ
て
保
険
者
が
定
め
る

特
定
健
診
等
実
施
計
画
の
達
成
状
況
に
よ

っ
て
、
２５
年
度
以
降
の
後
期
高
齢
者
支
援

金
が
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
１０
％
の
範
囲
内

で
加
算
減
算
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

具
体
的
な
算
定
方
法
は
今
後
決
ま
っ
て
く

る
が
、
国
民
健
康
保
険
財
政
に
と
っ
て
は

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
１８
年
度
の
基
本
健
康
診
査
の
受
診

率
は
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
で
、
３９
・
８
％
で

あ
る
」
と
答
え
た
。
 

  ◆
病
院
事
業
 

　
「
職
員
が
５６
人
増
員
さ
れ
る
が
、
そ
の

内
訳
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
医
師
３９

人
、
医
療
技
術
員
２
人
、
看
護
師
１３
人
、

技
能
業
務
職
員
が
３
人
増
員
さ
れ
、
行
政

職
員
は
１
人
の
減
と
な
る
。
医
師
３９
人
の

増
員
の
う
ち
３４
人
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
専
攻
医
を
正

規
の
職
員
に
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
」
と
答
え
た
。
 

　
更
に
、
「
研
究
研
修
費
の
増
額
の
理
由

は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
当
院
は
、
臨

床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
医
師
の
専
門
知

識
や
技
術
の
向
上
に
力
を
注
い
で
い
る
。

研
修
医
は
そ
う
い
っ
た
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
当
院
で
研
究
し
て
い
る
と
い
う
面

が
あ
り
、
研
修
医
や
専
攻
医
の
学
会
で
の

発
表
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
講
習
や

研
修
へ
の
参
加
を
増
や
す
た
め
に
旅
費
を

増
額
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
会
の
参
加
費

は
今
ま
で
は
個
人
負
担
で
あ
っ
た
が
、
医

師
の
教
育
環
境
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措

置
と
し
て
全
額
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
と

し
、
研
究
雑
費
も
増
額
し
た
」
と
答
え
た
。
 

◆
水
道
事
業
 

　
「
現
在
、
配
水
管
の
鋳
鉄
管
敷
設
替
え

を
進
め
て
い
る
が
、
完
了
は
い
つ
か
。
ま

た
、
火
事
で
消
火
栓
を
使
用
す
る
と
近
隣

に
赤
水
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
敷

設
替
え
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
の
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、
「
水
道
創
設
時
の
昭
和
７

年
か
ら
３０
年
代
に
か
け
て
敷
設
さ
れ
た
鋳

鉄
管
は
内
面
に
さ
び
を
防
ぐ
処
理
が
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
さ
び
が
発
生
し
赤
水
の

原
因
と
な
る
。
ま
た
、
継
ぎ
手
部
分
が
弱

く
耐
震
性
も
低
い
た
め
、
平
成
１１
年
度
よ

り
計
画
的
に
敷
設
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
 

１９
年
度
末
の
進
捗
率
は
５４
％
で
あ
り
、
２５

年
度
の
完
了
を
目
標
に
し
て
進
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
消
火
栓
使
用
に
よ
る
赤
水

の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
」
と
答
え
た
。
 

５ 

○平成20年度予算の質疑 

◇
特
別
会
計
 

◇
企
業
会
計
 

し
ん
ち
ょ
く
 

ち
ゅ
う
て
つ
 



６ 

平
成
２０
年
度
　
当
初
予
算
の
主
な
事
業 

・公共交通利用促進事業 

・まちバス運行事業 

・バス路線対策費 

・バスネットワーク構築事業 

・藤川地区整備推進事業 

・東岡崎駅周辺地区整備推進事業 

・東海地震等防災対策事業 

・街路・道路新設改良事業 

・橋りょう新設改良・修繕事業 

・河川改修事業 

・水辺環境整備事業 

・岡崎駅東土地区画整理事業 

・交通安全対策事業 

・消防署出張所整備事業 

 

・岡崎げんき館整備運営事業 

・災害時要援護者支援事業 

・日中一時支援事業 

・児童育成センター建設事業 

・子育て支援の充実 

・保育園園舎整備事業 

・高齢者医療事業 

・子ども医療助成事業 

・特定高齢者把握事業 

・子ども発達サポート事業 

・妊婦健診補助事業 

・新生児聴覚検査補助事業 

・食育推進事業 

・災害拠点病院の機能充実 

 

・新一般廃棄物中間処理施設建設事業 

・地球温暖化対策事業 

・水環境創造プラン推進事業 

・動物総合センター事業 

・水とみどりの森の駅事業 

１　安全で住みよいまちづくり 
　　（都市基盤の整備） 

３　快適で環境にやさしいまちづくり 
　　（都市環境の整備） 

２　安心して暮らせる人にやさしいまちづくり 
　　（保健医療福祉の充実） 

予算額  千円 

 

１６，０００ 

８０，５００ 

１２５，２６２ 

６０，９００ 

７３，０００ 

５２，１１５ 

７０，７８９ 

１，２５７，２２１ 

５８４，９３４ 

９５０，５３６ 

３０，０００ 

１，１０３，６９５ 

２６９，６０６ 

２８０，４３３ 

 

 

 

４３７，０８６ 

３，４４１ 

５１，７５９ 

４８，８９３ 

５，９５０，０４４ 

１５７，６５０ 

４，６７５，０８５ 

１，５５５，２５５ 

１８１，１７０ 

２３，７８０ 

２０６，８３８ 

７，５６４ 

１２，７０５ 

４４１，７７６ 

 

 

 

３，０３８，９３３ 

４１，０００ 

３，２８９ 

２６７，１６３ 

１５３，１９６ 

 

・岡崎（城址）公園、南公園、岡崎中央総合公園 

　整備事業 

・大門河川緑地整備事業 

・市営住宅建設事業 

・下水道事業の主な取り組み 

・水道事業の主な取り組み 

 

・地域交流センター建設事業 

・岡崎げんき館市民会議事業 

・暮らしの防犯対策事業 

・国際交流推進事業 

・都市交流事業 

 

・図書館交流プラザ事業 

・シビックセンター自主事業 

・美術博物館企画展事業 

・地域文化広場企画展事業 

・小学校校舎等整備事業 

・中学校校舎等整備事業 

・いのちの教育アクションプラン推進事業 

 

・特色ある学校づくり推進事業 

・放課後対策事業 

・旧本多邸復元活用事業 

 

・若年者職業的自立支援事業 

・観光基本計画推進事業 

・くらがり渓谷整備事業 

・林業振興事業 

・農地・水・環境保全向上対策事業 

 

・総合計画策定事業 

・問合せ支援システム整備事業 

４　信頼とふれあいのまちづくり 
　　（地域社会の充実） 

５　文化の薫る人間性豊かなまちづくり 
　　（教育文化の振興） 

６　活力とにぎわいのあるまちづくり 
　　（産業の振興） 

７　計画推進のために 

予算額  千円 

 

７２９，９００ 

８９，６６３ 

３１９，５５６ 

６，５１７，８０４ 

３，４０６，７９９ 

 

 

 

３２，９４７ 

９，６５４ 

５０，９８７ 

９，８０２ 

２，４８５ 

 

 

 

１，５８４，７４９ 

２２，８００ 

１３４，７７１ 

４１，６７３ 

７９８，６７３ 

６０７，６１０ 

 

１８，３７３ 

１４，４００ 

１２，５０７ 

３９，９５８ 

 

 

 

１，７００ 

１８，８４８ 

８６，６３５ 

２０３，５６０ 

２６，０４１ 

 

 

１３，６６４ 

３３，０７５ 

○主な事業 



平 
成 
２０ 
年 
度 
当 
初 
予 
算 
以 
外 
の 
議 
案 

平
成
１９
年
度
補
正
予
算
 

３
月
補
正
後
の
予
算
額
 

一般会計　　1,159億7,498万円 
（3月補正額　　　 　　 ４億８，１２５万円） 

特別会計　　1,029億5,269万円 
（3月補正額　　　 　　１９億６，８９２万円） 

企業会計　　 297億2,541万円 
（3月補正額　　　 　　 ３億９，６９１万円） 

計　　　　　2,486億5,308万円 
（3月補正額　　 　　　２８億４，７０８万円） 

市民病院周産期センター 

    
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る
と

と
も
に
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
の

提
出
を
受
け
る
契
約
を
行
う
も
の
。
 

質
疑
　
同
一
人
が
継
続
し
て
監
査
人
と
な

る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
、
過
去

の
監
査
指
摘
事
項
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。
 

答
弁
　
同
一
人
が
監
査
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
本
市
に
対
す
る
知
識
が
蓄
積
さ
れ
、

き
め
細
や
か
な
実
施
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
の
監
査
内
容
や
方
法
を
検

証
し
た
う
え
で
契
約
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
過
去
の
指
摘
事
項
に
対
し
て
は
、

委
託
業
務
に
お
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
標
準

契
約
書
を
作
成
す
る
な
ど
、
改
善
に
向
け

て
着
実
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
の
公
会
計
制
度
導
入
に
関
し
て
も
重

要
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

   ◇
市
営
住
宅
条
例
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
 

　
市
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
へ

の
暴
力
団
員
の
入
居
を
制
限
す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す

る
方
法
と
、
判
明
し
た
場
合
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
入
居
申
し
込
み
の
際
や
既
存
入
居
 

者
に
よ
る
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
時
な
ど
、

疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
愛
知
県
警

へ
照
会
し
判
断
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
暴
力

団
員
と
判
明
し
た
場
合
は
、
自
主
退
去
、

あ
る
い
は
暴
力
団
か
ら
の
脱
会
を
お
願
い

し
て
い
く
。
ま
た
、
不
正
行
為
及
び
住
民

や
職
員
に
対
す
る
恫
喝
な
ど
を
行
い
、
市

と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
住
宅
の
明
け
渡
し
請
求
を
行
っ

て
い
く
。
 

◇
市
民
病
院
の
料
金
に
関
す
る
条
例
 

　
医
療
に
係
る
料
金
を
見
直
す
も
の
。
 

１
　
助
産
料
　
１
件
に
つ
き
１１
万
円
〜
１３

万
円
（
出
産
日
時
の
区
分
に
よ
る
）
 

２
　
新
生
児
育
児
介
助
料
　
１
日
に
付
き

７
０
０
０
円
 

▼
平
成
２０
年
７
月
１
日
施
行
（
掲
載
分
）
 

質
疑
　
助
産
料
を
改
定
す
る
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。
 

答
弁
　
市
民
病
院
の
助
産
料
が
低
料
金
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
岡
崎
地
域
以
外
の

方
が
市
民
病
院
で
出
産
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
崎
市
民

が
安
心
し
て
出
産
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

他
の
公
立
医
療
機
関
と
同
程
度
の
料
金
に

改
定
す
る
。
 

   ◇
後
期
高
齢
者
医
療
条
例
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
各
地
で
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た

が
、
今
後
の
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
 

答
弁
　
対
象
者
に
は
３
月
１４
日
に
保
険
証

を
発
送
し
て
お
り
、
４
月
中
旬
に
は
年
金

か
ら
の
保
険
料
引
き
落
と
し
が
始
ま
る
。

こ
れ
に
よ
り
問
い
合
わ
せ
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
３
月
１８
日
か
ら
市
役
所
福

祉
会
館
１
階
に
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
。

こ
の
窓
口
に
は
相
談
員
６
人
と
端
末
機
３

台
を
配
置
し
て
、
多
数
の
相
談
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
 

◇
水
を
守
り
育
む
条
例
 

　
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
施
策
の
基
本

的
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
こ
の
条
例
は
理
念
条
例
で
あ
る
が
、

実
効
性
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
健
全
な
水
循
環
の
確
保
と
い
う
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
全
国
に
先
駆
け
て
制

定
す
る
条
例
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
計
画

は
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
で
定
め
て
い
る
。

今
後
は
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
水

循
環
推
進
協
議
会
で
計
画
の
見
直
し
や
進

捗
管
理
を
行
い
、
確
実
に
水
施
策
を
推
進

し
て
い
く
。
 

◇
自
然
環
境
保
全
条
例
 

　
自
然
環
境
の
保
全
及
び
創
出
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２０
年
１０
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
こ
の
条
例
の
中
で
特
徴
的
な
内
容

は
何
か
。
 

答
弁
　
本
市
の
健
全
な
生
態
系
を
確
保
す

る
た
め
に
保
護
区
や
貴
重
種
・
移
入
種
を

指
定
し
、
行
為
の
規
制
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
違
反
行
為
に
対

し
て
は
罰
金
を
科
す
罰
則
規
定
も
設
け
て

い
る
。
 

７ 

○議案の説明と質疑 

包
括
外
部
監
査
契
約
 

条
例
の
一
部
改
正
 

条
例
の
制
定
 

ど
う
か
つ
 


